
公衆便所 施設全体 

自然公園名：金剛生駒紀泉国定公園 公園事業名：近畿自然歩道 

所 在 地：大阪府河南町 整理番号：118-公衆便所 01 

 

＜写真＞ 

   

土壌処理・循環式：3穴（H24.3.1）            （H24.4.10） 

 

 

（H24.4.27） 

 

＜概況＞ 

自
然
条

件 
 

植生 ■樹林  □草原 
□湿原 
□その他（    ） 

地形 

 

□海岸  □平野 

■里山  □高山 
□湖沼  □河川 
□渓谷瀑布 

□その他（    ） 

傾斜 ■平坦地～緩傾斜 

□急傾斜 

土壌 □岩盤  □砂礫 

■粘性土 □火山灰土 

気象 
 

□積雪が多い 
□風が強い 

□雨が多い 
□その他（    ） 

危険 
箇所 

□有毒ガス 
□落石が多い 
□崩壊地 

□その他（    ） 

社
会

条
件 

歴史 
文化 

□特徴的な歴史文化 
（      ） 

周辺 
施設 

□ビジターセンター 
□宿泊施設 

□野営場 
□その他（    ） 

アク 

セス 

□駅   ■バス停  

□駐車場 
より徒歩  120 分 

利
用
状

況 

利用 
者数 

年間     ２万人 
最大一日  1,000 人 

利用 

形態 

■個人が多い 

□家族が多い 
■団体が多い 

季節 

型 

□１季型 

□３季型  
■通年型 

管

理
状
況 

施設 

管理 

□損傷が目立つ 

□汚れが目立つ 
□危険箇所あり 
□その他（    ） 

安全 
管理 

□危険箇所への対応 
□施設の荒廃の対応 

植生 
管理 

□植生の荒廃 
□展望阻害 
□倒木 

□その他（    ） 

管理 

体制 

□直営 

□委託 
■その他（河南町管理） 

 

解説（整備の目的・注目すべき点・配慮事項など） 

ダイヤモンドトレール（延長４５㎞：香芝市屯鶴峯～和泉市槙尾山）の公衆便所の未整備区間（最大 18.9 ㎞）につい

て公衆便所を設置した。 

下水未接続のため、処理方式は土壌処理・洗浄水循環式とした。 

 

 

 

 

■仕 様：木造平屋建、12.74 ㎡ 

 

■施工年度：平成２３年度 

■施 工 者：吉井組建設 

■設 計 者：  － 

■問合せ先：環境省自然環境局自然環境整備担当参事官室 



 

＜図面＞ 

平面図 S=1/100 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

断面図 S=1/100 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

矩計図 S=1/60 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜整備費＞ \11,907,000 請負工事費（管理費等含む） 

 事例の評価 

 景 観 

 ａ ｂ ｃ 

配 置 

形 態 

材 質 

色 彩 

■ □ □ 

■ □ □ 

■ □ □ 

■ □ □ 

施設の規模が必要最

低限であり、かつ木造

建築物で色調を抑え

ていることから景観

への影響は最小限で

ある。 

 

 

 

 

  

 環 境 

 ａ ｂ ｃ 

地 形 

植 生 

動 物 

■ □ □ 

■ □ □ 

■ □ □ 

施設の規模が必要最

低限であり、環境への

影響が小さい土壌処

理・洗浄水循環式を採

用している。 

 

 

 

 

  

 機能的調和 

 ａ ｂ ｃ 

利用性 

安全性 

維持管理 

□ ■ □ 

■ □ □ 

□ ■ □ 

利用者への聞き取り

では、山の中のトイレ

とは思えないぐらい

清潔感がある、意外と

使いやすかった、など

好印象なコメントが

多い。維持管理につい

ては、現場まで移動時

間を要するが施設そ

のものの管理は簡易

である。 
 



公衆便所 設備 

自然公園名：自然公園区域外 公園事業名：近畿自然歩道 

所 在 地：和歌山県田辺市中辺路町 整理番号：119-公衆便所 02 

 

＜写真＞ 

整備前 

 

 

 

 

 

 

トイレ内部 

整備後 

 

 

 

 

 

 

                       ←太陽光パネル 

 

 

 

 

 

土壌処理槽（施工中） 
(W2,100×L5,000×H1,150 ㎜） 
毛管トレンチ 
（φ75×L2,000 ㎜×8本） 
太陽光パネルの地下に設置 

 

 

 

＜概況＞ 

自
然
条

件 
 

植生 □樹林  ■草原 
□湿原 
□その他（    ） 

地形 

 

□海岸  □平野 

■里山  □高山 
□湖沼  □河川 
□渓谷瀑布 

□その他（    ） 

傾斜 □平坦地～緩傾斜 

■急傾斜 

土壌 □岩盤  □砂礫 

■粘性土 □火山灰土 

気象 
 

□積雪が多い 
□風が強い 

■雨が多い 
□その他（    ） 

危険 
箇所 

□有毒ガス 
□落石が多い 
□崩壊地 

□その他（    ） 

社
会

条
件 

歴史 
文化 

■特徴的な歴史文化 
（熊野古道） 

周辺 
施設 

□ビジターセンター 
□宿泊施設 

□野営場 
□その他（    ） 

アク 

セス 

□駅   □バス停  

■駐車場 
より徒歩  75 分 

利
用
状

況 

利用 
者数 

年間     ３万人 
最大一日     人 

利用 

形態 

■個人が多い 

□家族が多い 
□団体が多い 

季節 

型 

□１季型 

■３季型  
□通年型 

管

理
状
況 

施設 

管理 

□損傷が目立つ 

□汚れが目立つ 
□危険箇所あり 
□その他（    ） 

安全 
管理 

□危険箇所への対応 
□施設の荒廃の対応 

植生 
管理 

□植生の荒廃 
□展望阻害 
□倒木 

□その他（    ） 

管理 

体制 

□直営 

■委託 
□その他（    ） 

 

解説（整備の目的・注目すべき点・配慮事項など） 

近畿自然歩道 牛馬童子を訪ねる道の公衆便所の更新。 

自動車での進入が不可能で、水道がないため、環境配慮型の自己処理型の設備とした。また、電源は太陽光と燃料電

池を利用したハイブリッド電源システムを採用している。 

 

 

 

 

■仕 様：鉄骨造 床面積：4.44ｍ2  

カラー鋼板 洋式×2  
■施工年度：平成２０年度 

■施 工 者：株式会社松本組 

■設 計 者：中日本建設コンサルタント株式会社 

■問合せ先：環境省自然環境局自然環境整備担当参事官室 



 

＜図面＞ 

 

トイレ平面図 

S=1/80 

 

 

 

 

 

 

トイレ立面図 S=1/80                     

 

 

 

 

 

 

（片桟道）断面図 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  土壌処理設備・給排水配置図 S=1/80 

＜整備費＞ \26,985,000 請負工事費 

 事例の評価 

 景 観 

 ａ ｂ ｃ 

配 置 

形 態 

材 質 

色 彩 

■ □ □ 

□ ■ □ 

□ ■ □ 

□ ■ □ 

建物は鉄骨造りとし

たが、外板にひのき材

を用い、景観に溶け込

むよう配慮した。 

 

 

 

 

 

 

  

 環 境 

 ａ ｂ ｃ 

地 形 

植 生 

動 物 

■ □ □ 

■ □ □ 

■ □ □ 

熊野古道沿いの木々

に囲まれた空き地に、

必要最小限の規模で

設置している。 

 

 

 

 

 

 

  

 機能的調和 

 ａ ｂ ｃ 

利用性 

安全性 

維持管理 

■ □ □ 

■ □ □ 

■ □ □ 

水は天水、電気は太陽

光を利用している自

己処理型トイレであ

る。補助の電源の燃料

電池で、最大 17 日間

の曇天日に対応でき

る。 

 

 

 



公衆便所 携帯トイレ用ブース 

自然公園名：利尻礼文サロベツ国立公園 公園事業名：沓形・鴛泊登山線歩道 

所 在 地：北海道利尻町・利尻富士町 整理番号：120-公衆便所 03 

 

＜写真＞ 

全景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜概況＞ 

自
然
条

件 
 

植生 □樹林  □草原 
□湿原 
■その他（ｶﾞﾚ場） 

地形 

 

□海岸  □平野 

□里山  ■高山 
□湖沼  □河川 
□渓谷瀑布 

□その他（    ） 

傾斜 ■平坦地～緩傾斜 

□急傾斜 

土壌 □岩盤  □砂礫 

□粘性土 ■火山灰土 

気象 
 

■積雪が多い 
■風が強い 

□雨が多い 
□その他（    ） 

危険 
箇所 

□有毒ガス 
□落石が多い 
□崩壊地 

□その他（    ） 

社
会

条
件 

歴史 
文化 

□特徴的な歴史文化 
（      ） 

周辺 
施設 

□ビジターセンター 
□宿泊施設 

□野営場 
□その他（    ） 

アク 

セス 

□駅   □バス停  

■駐車場 
より徒歩   分 

利
用
状

況 

利用 
者数 

年間      万人 
最大一日 － 人 

利用 

形態 

■個人が多い 

□家族が多い 
□団体が多い 

季節 

型 

■１季型 

□３季型  
□通年型 

管

理
状
況 

施設 

管理 

□損傷が目立つ 

□汚れが目立つ 
□危険箇所あり 
□その他（    ） 

安全 
管理 

□危険箇所への対応 
□施設の荒廃の対応 

植生 
管理 

□植生の荒廃 
□展望阻害 
□倒木 

□その他（    ） 

管理 

体制 

□直営 

■委託 
□その他（    ） 

 

解説（整備の目的・注目すべき点・配慮事項など） 

従来設置していた組立式及び一体型 FRP 樹脂製の携帯トイレブースは、シーズン毎のヘリ運搬や破損など維持管理に

費用や手間がかかっていたことから、通年設置でき耐久性のある木製小屋式トイレブースを設置した。 

設置場所については、待機スペースが確保できることや他のトイレブースとの間隔を考慮した。 

室内に情報掲示板があり注意事項のチェックが可能。外壁には次のトイレブースまでの所要時間を記載している。 

 

 

 

■仕様：A＝1.38 ㎡ H=2.6m 木造 

 

■施工年度：平成 19 年度 

■施 工 者：平井建設工業（株） 

■設 計 者：（株）田中建設設備事務所 

■問合せ先：北海道地方環境事務所 



 

＜図面＞ 

立面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

断面図 S=1/50 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平面図 S=1/50 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜整備費＞ \13, 440,000 整備費の根拠：請負工事費（管理費等含む） 

 事例の評価 

 景 観 

 ａ ｂ ｃ 

配 置 

形 態 

材 質 

色 彩 

■ □ □ 

■ □ □ 

■ □ □ 

■ □ □ 

木製になったことで

景観に調和している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 環 境 

 ａ ｂ ｃ 

地 形 

植 生 

動 物 

■ □ □ 

■ □ □ 

■ □ □ 

長時間滞留する場所

で広いスペースを有

している登山道沿い

に設置した。 

 

 

 

 

 

 

  

 機能的調和 

 ａ ｂ ｃ 

利用性 

安全性 

維持管理 

■ □ □ 

■ □ □ 

■ □ □ 

使用時間を短縮する

ため、便座を横向きに

設置し、狭い空間で後

向に回転する必要が

ない                                    

メッシュ式の床で泥

のついた靴でも汚れ

にくい。 

 

 
 


